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【超音波照射による凍結濃縮分離法の開発】 

特徴・独自性 

 溶液をゆっくり凍結すると，純粋に近い氷が生成して液中物質を未凍結部分に濃縮出来ます。凍結速

度を速くした場合にも，凍結界面付近を激しく撹拌しながら凍結させるとやはり濃縮出来ます。撹拌の

手段として超音波照射を用い，凍結速度を一定に保ちつつ凍結出来る装置を作製して濃縮分離技術の開

発を行なっています。本技術においては振動子を溶液に浸漬するだけで効率良く濃縮分離することが出

来、装置の洗浄の煩雑さを防ぎつつ試料の汚染を防ぐことが出来ます。また、液中物質の性状によって

濃縮分離効率が異なることから、液中物質の分離も同時に行うことが期待されます。 

 

産学連携の可能性（想定される用途・業界） 

 液中物質を効率よく濃縮分離することが出来、装置の洗浄の煩雑さを防ぎつつ試料の汚染を防ぐこと

が出来るため、食品や医薬品の濃縮分離に有効であると考えられます。また、簡便な濃縮分離性能を生

かして、排水の濃縮等にも適用可能です。 
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 Phe :  0.03 mol/L
 凍結速度 : 40 mm/h
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